
資料１－１ システム概要

（１）技能の「見える化」システムイメージ

技能労働者情報（本人情報＋工事履歴、資格、研修履歴、社会保険加入状況の4情報）を一元的に管理し、情報を提供するためのポータルサイトとして
整備

・作業員名簿 技能検定

整備 開発範囲の絞り込みによる差別化
個人、企業に対する様々な登録手段の提供

技能労働者情報の業界横断的な利用を可能とする
保有資格・保険加入状況等のデータ連携による業務の効率化

見える化システムには民間ASPと重複
する機能は実装しない

資格DB

作業員名簿
・施工体制台帳
・再下請通知書

：

厚生／国民年金基金出力

技能検定
登録基幹技能者

などのデータベース

する機能は実装しない
ASPとは
アプリケーションソフトをインター
ネットを介してユーザーに有償で
提供する業者のこと

保険DB

厚生／国民年金基金
健康保険組合

などのデータベース

出力

既存ASP 国土交通省

連
携

技能「見える化」
システム線

既存ASP

既存ASP

許可業者DB
工事DB

システム公共回線
ネットワーク

労
働
者
情
報

・
工
事
履
歴
登

暗号化(SSL：代替方
式も検討)
ID/パスワ ドによる

情報連携用のAPI※を公開

将来的に相手先ごとに双方向化を検討。※システムが管理するデータを他の外部のシステムから呼
び出して利用するための手順やデータ形式を定めた規約

インターネット

所属する工事業者が変わっても蓄積された技能労働

履歴書
／実務経験 証明書

既存ＡＳＰを利用しない工事業者も本システムの利用登
録

ID/パスワードによる
認証

技能労働者情報
の利用

技能労働者情報の利用
元請業者による社会保険加入状況の確認

所属する工事業者が変わっても蓄積された技能労働
者情報を継続して利用可能

⇒ 技能に見合った適正な評価、処遇改善

既存ＡＳＰを利用しない工事業者も本システムの利用
で作業員名簿の作成や社会保険加入状況の確認など
労務管理業務の効率化が可能 紙ベース

工事業者 技能労働者
（一人親方、日雇い労働者を含む）

技能労働者の情報の登録工事業者・現場・契約情報の登録
技能労働者の情報の登録（代行）
登録情報の確認

元請業者による社会保険加入状況の確認

個人パソコン、スマホ等

Ｗｅｂベース



蓄積する技能の四情報は将来的に他のＤＢとの連携が可能となれば確実に真正性が確保できるが それまでの間 情報確認者の

（２）技能の「見える化」システム表示イメージ

例） 蓄積した情報のシステム表示方法

蓄積する技能の四情報は将来的に他のＤＢとの連携が可能となれば確実に真正性が確保できるが、それまでの間、情報確認者の
確認状況を表示することで、利用者の側で情報の真正性を判断する仕組みとする。

○資格情報

資格名称 所属会社 資格管理団体

○○○○ □ □○○○○ □ □

資格名称を入力 資格証等のコピーをそれぞれに送付し、内容確認後にチェックをしてもらうこ
とで、情報の真正性を確保

システムに蓄積された情報の提供

○工事履歴

工事（業務）名称 工事内容 就労期間
所属
会社

元請
会社

システムに蓄積された情報の提供

会社 会社

○○道路建設工事 H23.4.5～H23.8.10 □ □

○○建築工事 H24.10.1～H25.3.13 □ □

収集情報については今後、運用体制の検討等において、技能情報の裏付けとなる書類等が確認できなければシステムに情報を登録しない等の取り決
めがなされれば不要な仕組みとなる可能性もあるが、現段階では上記の例のように情報の確認者を画面上で表示するような工夫をする。


